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【原著論文】

バスケットボール選手の不確定状況下における 
ドロップジャンプ能力

飯田祥明 1 ）　中澤公孝 2 ）

Drop jump abilities of basketball players in uncertain situation

Yoshiaki Iida 1 ）, Kimitaka Nakazawa 2 ）

Abstract

In sports activities like basketball, players have to adapt their jumping movement in response to surrounding 
uncertain situation, for example, positions of ball and other players. To investigate the hypothesis that basket-
ball players show higher ability of drop jump than track and field players in uncertain situations, we compared 
jump height, ground contact duration and drop jump indexes （jump height / ground contact time） between 
these sports groups.
　Eight basketball players （BB） and seven track and field players （TF） performed two footed drop jump and 
landing from 45cm height. In uncertain conditions, the subjects were instructed to switch the movement tasks 

（from landing to jump; from jump to landing）, if auditory stimulation was cued, which was sometimes elicited 
prior to ground-contact. In this study, experimental tasks were DJ （D

4

rop J
4

ump in the certain condition）, DJNS 
（D

4

rop J
4

ump with N
4

o S
4

ound in the uncertain condition） and DJS （D
4

rop J
4

ump switched from landing with S
4

ound 
in the uncertain condition）. We examined the differences in jump height （JH）, contact duration （CD） and DJI 
of these tasks （JH_DJ, JH_DJNS, CD_DJ, CD_DJS, DJI_DJ, DJI_DJNS） and relative values to DJ condition （relativeJH_DJNS, rela-
tiveJH_DJS, relativeCD_DJNS, relativeCD_DJS, relativeDJI_DJNS and relativeDJI_DJS） between the sports groups.
　There is no difference between two sports groups in all parameters of DJ and DJNS condition. In DJS condi-
tion, the linear regression analysis of the relativeDJI_DJS and the time from sound to ground-contact shows that 
the negative regression slope of TF is significant larger than that of BB （p < 0．05）.
　These results support our hypothesis, and show that there is a sports specificity of drop jump ability particu-
larly in “switching situation”. In addition, it is indicated that basketball players can exhibit higher drop jump 
performance than track and field players even in a situation which cue occurs just before touchdown.
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Ⅰ．諸言

　ジャンプ動作は多くのスポーツ中に必須な基礎運動
であり，この動作の能力は競技成績に強くかかわって
いる．また球技をはじめとする多くの競技では，バス
ケットボールの連続リバウンドやバレーボールのスパ
イクのように，ダイナミックな移動を繰り返しながら
滞空状態から着地し，連続的にジャンプを遂行する場
面が多い．このような着地からのジャンプの能力を評
価する手法の一つにドロップジャンプテストがある．
ドロップジャンプとは台から着地した後，できる限り
素早く，高く跳躍する動作であり，跳躍高を接地時間
で除した Drop Jump Index（DJI）によって，短い接
地時間で高く跳ぶ能力を評価できる 1 ）．ダイナミック
な跳躍を多用するバスケットボール，バレーボールや
陸上競技の選手は高い DJI を示すことが明らかになっ
ており 2 ），ドロップジャンプはトレーニング手法とし
ても広く普及している 3 ）．
　一方で，バスケットボールやバレーボールのような
スポーツにおいては，時々刻々と変化する相手の動き
やボールの位置などに合わせて動作を遂行しなければ
ならない．このような競技では動作の選択肢が複数存
在する「不確定な状況」でのパフォーマンスの高さが
重要である．先行研究によると着地やジャンプ動作は
競技特異的な適応を示すと報告されており 4 ， 5 ），上記
のスポーツ選手が不確定状況に適応したジャンプ動作
を身に付けている可能性がある．
　この点を解明するためには，複数の選択肢の中から
跳躍動作を遂行させ，その能力を競技間で比較する必
要がある．Leukel らはドロップジャンプの台から床
面までの滞空中にランダムに音刺激を発生させるシス
テムを用い，不確定状況におけるジャンプ動作の運動
制御について検討を行っている 6 ）．しかしながら，先
行研究の大半は動作を切り替える可能性のない確定状
況下でのドロップジャンプを採用しており 1 ， 2 ， 3 ， 4 ， 5 ，

7 ， 8 ， 9 ，10），各種スポーツ選手の不確定状況下でのジャ
ンプ能力の違いについては検証されていない．不確定
状況下でのジャンプ能力の競技特異性の理解は，多く
のスポーツの成績を左右する周辺状況に応じたジャン
プに必要な体力要素の解明にもつながると期待される．
　そこで本研究は，バスケットボール選手と陸上競技
選手を被験者として採用し，動作が不確定な状況にお
けるドロップジャンプ能力を比較することで，バス
ケットボール選手の不確定状況下におけるドロップ
ジャンプ能力の特徴を明らかにすることを目的とする．
我々は本研究の実施にあたり，バスケットボール選手

は確定状況下でのジャンプを遂行する事が多い陸上競
技選手と比較して，不確定状況において高いドロップ
ジャンプパフォーマンスを示すという仮説を設定した．

Ⅱ．方法

【被験者】
　被験者は T 大学および J 大学バスケットボール部
に所属する選手 8 名（BB 群）および T 大学陸上部に
所属する選手 7 名（TF 群）とした．BB 群は全員が
関東大学バスケットボールリーグ 4 部のチームに所属
しており，バスケットボールの経験年数は7．4±1．5

（平均値±標準偏差）年であった．TF 群は跳躍もしく
は短距離種目を専門とし，陸上競技の経験年数は7．3
±1．5年であった．各群の年齢は BB 群20．3±0．5才お
よび TF 群19．9±0．7才であり，有意な差はなかった．
身長は BB 群が179．4±5．3cm，TF 群が169．8±5．2cm，
体重は BB 群が71．9±4．8kg，TF 群が63．1±4．2kg
であり，ともに BB 群の方が有意に大きかった．実験
の実施に先立ち，被験者には本研究の目的，実施内容，
測定に伴う危険性について説明し，被験者から書面に
て実験参加の同意を得た．本研究は東京大学大学院総
合文化研究科・教養学部「ヒトを対象とした実験研究
に関する倫理審査委員会」の承認を得たうえで実施し
た．

【動作課題】
　確定条件では，高さ45cm の台上からのドロップ
ジャンプ（DJ: drop jump）10試行を被験者に課した

（図 1 ―A）．片足支持の状態で手を腰に当てたまま落
下し，両足でドロップ台から15cm 前方にあるフォー
スプレートの中心付近に着地させた．着地後は「でき
る限り早く高く跳ぶ」ように指示した．
　不確定条件においても確定条件と同様の高さ45cm
の台上からのドロップジャンプを用いたが，不確定性
を加える方法として，着地およびドロップジャンプを
音刺激によって切り替えるシステム 6 ）を採用した．本
研究においてはドロップ台上に設置したマットスイッ
チと自作プログラム（labview）を使用して音刺激か
ら接地までの時間を変化させた．動作を切り替える可
能性があるドロップジャンプおよび着地，各20試行を
被験者に課した．また音刺激（周波数 2 kHz，長さ
100ms のビープ音）に関しては，被験者にタイミン
グを予測されないよう接地直前（50～260ms 前）に
ランダムに発生させ，音刺激を与える割合は40% に
設定した．被験者には「音がなったら即座に動作を切
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り替える（ジャンプから着地，着地からジャンプ）」
よう指示した．不確定条件でドロップジャンプを行っ
た試行のうち，音刺激がなく動作を切り替えずにド
ロップジャンプを遂行した試行を DJNS（drop jump 
no sound），音刺激があり着地からドロップジャンプ
に切り替えた試行を DJS（drop jump sound）と表記
する（図 1 ―B）．

【データ取得】上記の動作遂行中にフォースプレート
（Kistler, 9281B）によって床反力データを測定した．
データサンプリング周波数は1000Hz とした．

【分析】本研究では床反力データから跳躍の接地時間
（CD: Contact Duration）と滞空時間を算出し，滞空
時間から跳躍高（JH: Jump Height）を算出した（JH 
= 1 / 8 ・g・t 2 ，g: 重力加速度＝9．8 （m/s 2 ），t: 滞空時
間（s））．さらに JH（m）を CD（s）で除すことによ
り，DJI（Drop Jump index）を算出した．
　DJ 試行に関しては跳躍高，接地時間，DJI を全10
試行で平均し，それぞれ JH_DJ，CD_DJ，DJI_DJ とした．
DJNS 試行においては，全試行の JH，CD，DJI の平
均値を算出し（JH_DJNS，CD_DJNS，DJI_DJNS），それぞれ
JH_DJ，CD_DJ，DJI_DJ で除して規格化した値をパフォー
マンス指標とした（relativeJH_DJNS，relativeCDDJNS，
relativeDJI_DJNS）．DJS 試行に関しては，音刺激の発
生したタイミングが試行によって異なるため平均化は
せず，各試行の JH，CD，DJI をそれぞれ JH_DJ，CD_

DJ，DJI_DJ で除して規格化した値をパフォーマンス指
標とした（relativeJH_DJS，relativeCDDJS，relativeDJI_

DJS）．

【統計】
　測定値の基本統計量は平均値±標準偏差（S.D.）に
より表した．BB 群と TF 群の DJ 条件および DJNS
条件間の比較には対応の無い t 検定を用いた．DJS 条
件間の比較に関しては，x 軸を音刺激から接地までの
時間（Time_SC：Time of Sound to Contact），y 軸を
パフォーマンス指標（relativeJH_DJS，relativeCD_DJS，
relativeDJI_DJS）とする散布図を作成し，両群の直線
回帰式における傾きの差の検定を行うことでパフォー
マンスの違いの有無を検討した．いずれの検定におい
ても有意水準は 5 % 以下とした．

Ⅲ．結果

　JH_DJ，CD_DJ および DJI_DJ の結果を図 2 に示す．各
群の JH_DJ は BB 群において0．23±0．05（m），TF 群
において0．23±0．08（m）であり，群間で有意な差は
認められなかった．各群の CD_DJ は BB 群において
0．27±0．03（s），TF 群において0．23±0．05（s）で
あり，群間で有意な差は認められなかった．各群の
DJI_DJ は BB 群において0．86±0．15，TF 群において
1．00±0．35であり，群間で有意な差は認められなかっ
た．

図 1 　動作課題
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　図 3 に JH_DJNS に関する結果を示した．JH_DJNS に関
しては BB 群において0．23±0．05（m），TF 群におい
て0．21±0．07（m）であり，群間で有意な差は認めら
れなかった（図 3 A）．各被験者の JH_DJ で規格化した
relativeJH_DJNS は BB 群において0．98±0．05，TF 群に
おいて0．94±0．09であり，群間で有意な差は認められ
なかった（図 3 B）．
　図 4 に CD_DJNS に関する結果を示した．CD_DJNS に関
しては BB 群において0．27±0．03（s），TF 群におい
て0．24±0．06（s）であり，群間で有意な差は認めら
れなかった（図 4 A）．各被験者の CD_DJ で規格化し
た relativeCD_DJNS は BB 群において1．02±0．04，TF
群において1．03±0．08であり，群間で有意な差は認め

られなかった（図 4 B）．
　図 5 に DJI_DJNS に関する結果を示した．DJI_DJNS に関
しては BB 群において0．83±0．17，TF 群において
0．92±0．31（s）であり，群間で有意な差は認められ
なかった（図 5 A）．各被験者の DJI_DJ で規格化した
relativeDJI_DJNS は BB 群において0．97±0．07，TF 群
において0．90±0．09であり，群間で有意な差は認めら
れなかった（図 5 B）．
　図 6 に x 軸を Time_SC，y 軸を relativeJH_DJS とす
る全データの散布図を示す．TF 群においては rela-
tiveJH_DJS は Time_SC との間に有意な負の相関を示
したが（r ＝0．47，p < 0．05　y ＝－0．0029x ＋0．344），
BB 群においては有意な相関は認められなかった（r

図 2 　DJ 条件における各群の JH_DJ，CD_DJ，DJI_DJ

図 3 　DJNS 条件における各群の JH および relative JH
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＝0．11, p > 0．05）．
　図 7 に x 軸を Time_SC，y 軸を relativeCD_DJS とす
る全データの散布図を示す．両群ともに relativeCD_
DJS は Time_SC との間に有意な負の相関を示した（BB
群 r ＝0．43，TF 群 r ＝0．53，いずれも p < 0．05）．
各群の回帰式は BB 群において y ＝0．002x + 1．418，
TF 群において y ＝0．0033x + 1．669であり，両群の
傾きには有意な差は認められなかった（p > 0．05）．
　図 8 に x 軸を Time_SC，y 軸を relativeDJI_DJS とす
る全データの散布図を示す．両群ともに relativeDJI_
DJS は Time_SC との間に有意な負の相関を示した（BB
群 r ＝0．32, TF 群 r ＝0．62，いずれも p < 0．05）．各
群の回帰式は BB 群において y ＝－0．0016x+0．612，
TF 群において y ＝－0．0045x + 0．039であり，両群
の傾きには有意な差が認められた（p < 0．05）．

Ⅳ．考察

DJ条件
　BB 群と TF 群の JH_DJ，CD_DJ および DJI_DJ に有意
な差は認められなかった（図 2 ）．この結果は，本研
究で採用されたバスケットボール選手と陸上競技選手
においては，動作が確定している状況でのドロップ
ジャンプ能力に顕著な違いが無かったことを示してい
る．一方，Kollias et al. は陸上競技，サッカー，バ
レーボール，ハンドボール，ローイングの選手の確定
条件下でのドロップジャンプパフォーマンスを比較し，
陸上競技選手はバスケットボール選手よりも有意に高
い跳躍高と有意に短い接地時間を示したと報告してい
る 2 ）．これらの結果の相違の原因を特定することは難
しいが，各群に採用した被験者の競技レベルの違いな
どが影響したものと推測される．

図 4 　DJNS 条件における各群の CD および relative CD

図 5 　DJNS 条件における各群の DJI および relative DJI
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DJNS条件
　JH_DJNS，CD_DJNS，DJI_DJNS において BB 群と TF 群の
間に有意な差は認められなかった（図 3 A，図 4 A，
図 5 A）．さらに，動作が確定している状況でのドロッ
プジャンプ能力で規格化した relativeJH_DJNS，rela-
tiveCD_DJNS，relativeDJI_DJNS に関しても有意な群間差
は認められなかった（図 3 B，図 4 B，図 5 B）．これ
らの結果は動作が不確定な状況であっても動作を切り
替えない場合は，本研究のバスケットボール選手と陸
上競技選手のドロップジャンプ能力に違いは認められ
なかったことを示している．これまでのドロップジャ
ンプ研究において不確定状況におけるジャンプパ
フォーマンスの競技間差について検討した例はなく，
これらの結果は本研究から得られた重要な知見の一つ
である．
DJS条件
　DJS 条件に関しては，第一にジャンプパフォーマ
ンスを早さと高さの両面から評価できる DJI につい

て考察する．まず，いくつかの試行の y 値が １ を超え，
確定条件よりも高いパフォーマンスが発揮されている

（図 8 ）．これは規格化する基準値が DJ 条件の10試行
を平均した値であり，各被験者の最高のパフォーマン
スを意味するものではないことに起因すると考えられ
る．試行によっては動作が不確定な DJS 条件であっ
ても １ を超える可能性は充分にあり，異常値ではない
と解釈できる．relativeDJI_DJS は両群において Time_
SC との間に有意な負の相関関係を示した（図 8 ）．
Leukel et al. は本研究と同様のプロトコルで接地の
170ms および110ms 前という異なるタイミングで音
刺激を与えドロップジャンプのパフォーマンスを計測
しているものの，刺激呈示時間とジャンプパフォーマ
ンスの関係については検討していない 6 ）．本研究の結
果は，動作を切り替えたドロップジャンプのパフォー
マンスが音刺激呈示のタイミングの影響を受け，刺激
のタイミングが接地に近付くほどパフォーマンスが低
下することを示している．

図 6 　DJS 条件における各群の relative JH と Time_SC の関係

図 7 　DJS 条件における各群の relative CD と Time_SC の関係
回帰式の傾きに群間差なし（p < 0．05）



バスケットボール選手の不確定状況下におけるドロップジャンプ能力

17

　さらに，回帰式の傾きを群間で比較した結果，TF
群の負の傾きが有意に大きかった．前述のように，音
刺激のタイミングが接地に近付くにつれ DJI は確定
した条件のものに比べ低下していく傾向にあるが，
BB 群においてはその影響が小さかったものと解釈で
きる．この結果は不確定条件におけるドロップジャン
プ能力に競技特性が存在していることを示す初めての
知見であり，バスケットボール選手が，動作直前に
ジャンプ動作を要求された場合でも陸上選手と比較し
て高いジャンプパフォーマンスを発揮できる傾向にあ
ることを示唆している．また回帰の傾き比較によって，
音刺激のタイミングが接地から離れるほど TF 群のパ
フォーマンスが高まる傾向が示されている．しかしな
がら，本研究の音刺激は接地の50～260ms 前に限定
されており，音刺激のタイミングを漸進的に早めて
いった場合，両群とも確定条件と同等の値に収束して
いくと推測され，音刺激のタイミングが早いほど TF
群のパフォーマンスが高くなるとは考えにくい．
　次に relativeDJI_DJS の群間差の要因について検討す
るため，relativeCD_DJS と relativeJH_DJS について考察
をすすめる．relativeCD_DJS に関しては，両群ともに
Time_SC との間に有意な正の相関を示したが，両群
の回帰式の傾きに有意な差は認められなかった（図
7 ）．この結果は，音刺激のタイミングが接地に近付
くほどドロップジャンプを遂行するための所要時間が
伸びる傾向にあるが，その傾向に群間差は無いことを
示している．relativeJH_DJS に関しては，TF 群におい
ては Time_SC との間に有意な負の相関を示したが，
BB 群においては有意な相関は認められなかった（図
6 ）．これらの結果は，TF 群においては音刺激のタ
イミングが接地に近付くと跳躍高が低下する傾向にあ

るが，BB 群ではその傾向が見られないことを示唆し
て い る．relativeDJI_DJS，relativeCD_DJS お よ び rela-
tiveJH_DJS の結果を考え合わせると，BB 群が音刺激の
タイミングが接地に近くなっても比較的高い DJI を
保てる傾向にあったのは，音刺激のタイミングの遅延
に伴う跳躍高の低下を抑制できていたためであると推
測される．

Ⅴ．現場への示唆・展望

　ドロップジャンプはトレーニング種目やジャンプ能
力の評価方法としてスポーツ現場で活用されている．
しかしながら，現場で行われているドロップジャンプ
の多くは動作が確定した状況で実施されているようだ．
　本研究で得られた結果は限られた競技レベルの選手
におけるものではあるものの，バスケットボール選手
が不確定な状況，特に動作の切り替えた場合のドロッ
プジャンプ能力に優れていることを示している．した
がって，不確定条件でのドロップジャンプテストは，
不確定状況におけるジャンプ能力を推定できる評価方
法としても有用であると推測される．さらに，接地直
前に動作の切り替えを要求するドロップジャンプト
レーニングが不確定状況でのジャンプパフォーマンス
を効果的に改善する可能性があるが，この点について
はトレーニング実験を実施するなどのさらなる科学的
検証が必要である．

Ⅵ．結論

　本研究では，不確定条件におけるドロップジャンプ
能力の競技特異性の有無を検討するため，JH（跳躍

図 8 　DJS 条件における各群の relative DJI と Time_SC の関係
回帰式の負の傾きは TF 群において有意に大きい（p < 0．05）
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高），CD（接地時間）および DJI（跳躍高／接地時
間）を BB 群（バスケットボール選手）と TF 群（陸
上競技選手）で比較した．その結果，以下の知見が得
られた．

1 ．動作確定条件における JH，CD および DJI に有
意な群間差は認められなかった．

2 ．動作不確定条件のうち DJNS（動作を切り替えな
かった条件）においては，JH，CD および DJI に
有意な群間差はなかった．

3 ．動作不確定条件のうち DJS（動作を切り替えた
条件）においては，両群で DJI は音刺激呈示時
間との間に有意な負の相関関係を示したが，TF
群の回帰式の負の傾きが BB 群のものと比較して
有意に大きかった．この群間差には BB 群が音刺
激のタイミングの遅延に伴う JH の低下を抑制で
きていたためであると推測された．

　以上の結果から，不確定条件におけるドロップジャ
ンプ能力に競技特性が存在していることが示され，バ
スケットボール選手は接地直前にジャンプ動作を要求
された場合でも陸上選手と比較して高いドロップジャ
ンプパフォーマンスを発揮できる傾向にあることが示
唆された．
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